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令和5年度の
予算案をお知らせします	 2・3面

3月5日㈰からの休日・夜間・
緊急時の診療はこちらへ	 4面

引っ越しシーズンです	
手続きはお早めに！	 5面

市からのお知らせ	 11面

12月オープン！
福祉Laboどんぐり山	 12面

ウィズコロナからアフターコロナへ！
新時代の幕開けに向けたスタートダッシュを
ウィズコロナからアフターコロナへ！
新時代の幕開けに向けたスタートダッシュを

『第5次三鷹市基本計画』の
策定を見据えた施策の推進

　「都市再生」と「コミュニティ創生」を
中心に、各施策を着実に推進します。
令和5年度の主な事業は2面をご覧く
ださい。

「都市再生」に
向けた取り組み

三鷹ならではの付加価値を
創出する「“百年の森”構想」の推進

　市全体を緑でつなぎ、緑あふれるま
ち並みを目指します。その第1段階で
ある三鷹駅南口中央通り東地区再開発
事業では、引き続き、地権者との合意
形成を図り、早期の都市計画決定と事
業着手の早期化に取り組みます。

羽沢小

　大沢地区では、「天文台の森」への羽
沢小の移転を軸に、地域の防災機能の
向上とスクール・コミュニティの創造
を目指します。井口特設グラウンドの
土地利用については、緑豊かな環境を

確保しながら防災拠点としての機能強
化を図るため、市内医療機関の誘致と
併せ、一時避難場所となるグラウンド
や東西通路の整備を進めます。

「ゼロカーボンシティ」に向けた
取り組み

　公共施設への太陽光発電設備などの
導入可能性の調査や開発事業への支
援、屋上・壁面緑化に対する助成制度
の創設など、まち全体の脱炭素化を複
合的、重層的に進めます。コミュニティ
バスについては、環境への負荷が少な
い小型EV車両やAIデマンド運行の実
証を継続します。また、学校給食での
市内産農産物の活用を促進し、食育を
通して地産地消を進める好循環を創出
していきます。

防災・減災のまちづくり

　災害時に支援が必要な方の「個別避
難計画」を作成し、安全で安心なまち
づくりを進めます。避難所となる学校
施設やコミュニティセンターの保全・
更新についても、『新都市再生ビジョ
ン』に基づき計画的に進めます。

みたか防災マルシェ2022

　また、防災NPO団体「Mitakaみんな
の防災」と連携し、自助と共助の防災
力の向上に取り組みます。

「コミュニティ創生」に
向けた取り組み

多様な人財がまちづくりに参画し
まちを活性化する環境づくり

　「みたか地域ポイント」は、対象事業
の拡充や一部市内店舗での決済の導入
など、令和6年度の本格運用開始を見
据えて事業を活性化していきます。12
月のオープンに向けて準備を進めてい
る「福祉Laboどんぐり山」（12面参照）
では、在宅医療・介護に係る研究や介
護人財の育成などを通じて、高齢者が
地域で安心して暮らし続けられるまち
づくりを目指します。また、多様な意
見を反映しながら『人権基本条例（仮
称）』の制定を目指します。

未来を担う子どもたちが
健やかに成長していく環境づくり

　学校を核としたコミュニティづくり
として、「学校3部制」の実現に向けた
モデル事業を実施します。また、子育
てしやすい環境づくりの一環として、
10月から義務教育就学児と高校生な
どの医療費助成の一部負担金を撤廃
し、完全無償化を実現します。保育園、
学童保育所は、いずれも待機児童ゼロ
が継続できる見込みです。

学校3部制モデル事業（シャッター付きロッカーの
整備による普通教室の放課後活用）

「文化の薫り高い三鷹」の発信

　12月の開館を予定している「吉村昭
書斎（仮称）」は、執筆活動を行ってい
た書斎の移築・再現に加え、地域の方
が交流できる機能を有した展示・交流
棟を整備します。また、太宰治ゆかり
の「三鷹こ線人道橋」については、ＪＲ
東日本と引き続き協議をしながら、階
段の一部の現地保存と橋桁の一部移設
保存に向けた調査などを行います。

持続可能な
自治体経営の推進

　コロナ禍にあっても社会経済は緩や
かな回復基調にあり、令和5年度予算
の市税収入は前年度予算を上回る見込
みです。一方で、物価高騰の影響は行
政サービスに係るコストにも及んでお
り、ふるさと納税の影響による税収の
減少も看過できないレベルに達してい
ます。強固な財政基盤の構築に向けて、
質を確保しながら量の適正化を図ると
いう視点での行財政改革を推進します。

　平成31年4月の市長就任以来、山積みする地域課
題に向き合う中で、新型コロナウイルス感染症やウ
クライナ情勢に起因する物価高騰など、想定外の出
来事に直面しました。多くの皆さんのご理解とご協
力でこれらに対峙し、改めて、『三鷹市基本構想』に
掲げる「平和」「人権」「自治」の理念がまちづくりに通
底する普遍的な考えであることを実感しています。
　令和5年度は、三鷹のグランドデザインである『三

鷹市基本構想』の改正と『第5次三鷹市基本計画』の策
定に向けた取り組みが本格化します。選択と集中に
より優先順位を明確にし、まち全体の魅力を高め、
将来を担う子どもたちの未来へとつなげていきます。
一つひとつの「まちの声」は、将来のまちづくりへの
「夢」です。夢を実現し、市民の皆さんが安心して、
平和で心豊かな毎日を過ごせるよう、オンリーワン
のまちづくりを進めます。

令和5年度予算案 一般会計778億4,310万円

予算案の概要については、2・3面で紹介しています

　令和5年の第１回市議会定例会が2月27日に開会し、新年度の市の予算案が
審議されています。今号では、新年度の予算案と主な事業について紹介します。

新年度の
施政方針（概要）

三鷹市長　河村 孝


